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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（２０２１年１２月分） 

２０２２年１月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

 

目次（以下は主なトピックを抜粋） 

１．国内情勢 

（１） 国家レベル 

●新型コロナウイルス感染状況（１～３１日） 

（２） エンティティ、特別区 

イ．スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ＲＳ国民議会、国家管轄権の一方的再移管に向けた決議案を採択（１０日） 

２．外政 

（１） 多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセスを含む） 

●ＰＩＣ・ＳＢ政務局長会合の開催（７、８日） 

●米・ＥＵ、ＢＨ選挙法改正交渉の仲介停止を発表（１５日） 

（２） 二国間関係 

●ＢＨ・露外相会談（２１日） 

（３） 日・ＢＨ関係 

●伊藤大使とジャポＢＨ連邦環境・観光大臣の会談（８日） 

●伊藤大使によるＢＨスポーツ・オブ・ザ・イヤー授賞式への出席（８日） 

●伊藤大使のインタビュー記事掲載（２４日） 

●伊藤大使とヴィソコ市長の会談（２８日） 

３．経済 

（１） 経済政策・公共事業 

●ＢＨ要人、ドバイ万博でＢＨへの投資を呼びかけ（１８日） 

（２） 経済協力（新型コロナウイルス対策支援を含む） 

●ＥＵ、ＢＨ国内の移民・難民問題対策で新たに２５０万ユーロの資金援助（３日） 

（注：この月報は、当地紙報道などの公開情報をとりまとめたものです。） 

  



2 

 

１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●新型コロナウイルス感染状況（１～３１日） 

１２月の国内新規感染者総数は１万４，７６

５人で、前月からはやや減少。 

 

（２）エンティティ、特別区 

イ．スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ドディック大統領評議会メンバーのロシア訪

問（２、３日） 

ドディック大統領評議会セルビア系メンバー

はロシアを訪問し、２日にプーチン同国大統領

と、また３日には露ガスプロム社の代表団と会

談した。両会談後、ドディック・メンバーは、プ

ーチン大統領がシュミットＢＨ上級代表の就任

を認めないとする立場を改めて示した旨発言。

また、ＲＳがロシアから現在市場価格を下回る

値で輸入している天然ガスの価格を、２０２２

年５月末まで現状維持とすることで合意した旨

述べ、会談の成果を強調した。 

 

●ＲＳ国民議会、国家管轄権の一方的再移管

に向けた決議案を採択（１０日） 

ＲＳ国民議会は、司法、国防、徴税権限の

エンティティへの再移管実現に向け、ＲＳ政府

に対して今後６か月以内にＲＳ独自の機関創

設に必要な法案を議会に提出することを命じ

る決議を連立与党の賛成多数で可決した。同

決議案に反発するＲＳ野党は議会を途中で退

場し採決に参加しなかった。またボシュニャク

系与野党は、デイトン和平合意違反であるとし

て同決議を強く非難。当地クイント（米、英、独、

仏、伊）プラスＥＵ大使およびトルコ外務省も

同決議を非難する声明をそれぞれ発出した。 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●ＰＩＣ・ＳＢ政務局長会合の開催（７、８日） 

デイトン和平合意の履行監督を担うＢＨ上

級代表に対する助言機関として設置された和

平履行評議会（ＰＩＣ・ＳＢ）が政務局長会合を

開催し、デイトン和平合意の履行状況および

ＢＨ情勢につき協議した。会合後に発表され

たコミュニケにおいて各国は、ＲＳによる分離

主義的な動きを非難するとともに早期の国政

正常化などを要請した。 

 

●米・ＥＵ、ＢＨ選挙法改正交渉の仲介停止を

発表（１５日） 

当地米国大使館とＥＵ代表部は、１２月１０

日のＲＳ国民議会決議が更なる情勢不安定

化を招く中、選挙法改正交渉に必要な環境が

整っていないとして、１９日に予定されていた

パルマー米国特使およびアイホースト欧州対

外行動庁西バルカン担当局長の当国訪問を

取りやめる旨発表した。米・ＥＵは２０２２年１０

月の当国国政選挙を見据え、２０２１年中の選

挙法改正実現に向け交渉を仲介してきたが、

ボシュニャク系とクロアチア系各党間に歩み

寄りはなく交渉は停滞している。 

 

（２）二国間関係 

●ＢＨ・クロアチア首脳会談（１３日） 

プレンコビッチ・クロアチア首相がサラエボ

を訪問し、テゲルティヤ閣僚評議会議長（中央

政府の首相、セルビア系与党第一党ＳＮＳＤ

所属）およびＢＨ議会上下両院議長団等と会

談した。両首脳は両国経済関係およびＢＨ選

挙法改正問題などにつき意見を交わした。同

日、プレンコビッチ首相は南部モスタル市も訪

問し、チョービッチＨＤＺ党首（クロアチア系与
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党）と会談した。 

 

●ピーチ英国西バルカン担当特使のＢＨ訪問

（１４～１６日） 

ピーチ英国西バルカン担当特使がＢＨを訪

問し、大統領評議会３メンバー、トゥルコビッチ

副首相兼外相、および当国主要野党党首等と

当国情勢をめぐり会談した。ピーチ特使は、２

０１８年から２０２１年初頭までＮＡＴＯ常設軍

事委員会（ＭＣ）委員長を務めた後、１２月２日

にジョンソン英国首相により同特使に任命さ

れた。英国による西バルカン担当特使任命は、

ＥＵおよび米国に次いで主要国・国際機関で

三例目となる。 

 

●ＢＨ・露外相会談（２１日） 

トゥルコビッチＢＨ副首相兼外相（ボシュニャ

ク系与党第一党ＳＤＡ所属）は、ＢＨ・ロシア外

交関係樹立２５周年にあわせてロシア・ソチを

訪問し、ラブロフ同国外相と会談した。両外相

はＢＨ情勢および両国経済関係などにつき意

見を交わした。ラブロフ露外相は、シュミットＢ

Ｈ上級代表の正当性を否定するとともにＯＨＲ

閉鎖を求める従来の立場を発言。これに対し

てトゥルコビッチＢＨ外相は、ＲＳによる分離主

義的動きへの懸念を表明しつつ、ＯＨＲによる

継続的な活動の必要性を指摘した。 

 

●トルコ国防相のＢＨ訪問（２７日） 

アカラ・トルコ国防相がＢＨを訪問し、ポジッ

チ国防相（ボシュニャク系与党第二党ＤＦ所属）

および大統領評議会３メンバーとそれぞれ会

談した。両会談では、国防分野における両国

間協力の強化などに向け意見が交わされた。 

 

（３）日・ＢＨ関係 

●伊藤大使とジャポＢＨ連邦環境・観光大

臣の会談（８日） 

伊藤駐ＢＨ日本国大使はジャポＢＨ連

邦環境・観光大臣と会談し、ＢＨの観光開

発および環境保護の政策をめぐり意見を

交わした。 

 

（写真：伊藤大使とジャポ大臣） 

 

●伊藤大使によるＢＨスポーツ・オブ・ザ・

イヤー授賞式への出席（８日） 

伊藤駐ＢＨ日本国大使は、ＢＨオリンピ

ック委員会が主催する、今年最も活躍した

選手を表彰するＢＨスポーツ・オブ・ザ・イ

ヤー授賞式に出席し、プレゼンターを務め

た。最高賞である「スポーツ・オブ・ザ・イヤ

ー」には、２０２０年東京オリンピックのテコ

ンドー競技で入賞したフシッチ選手が選ば

れた。 

 

（写真：伊藤大使による各賞の授与） 

 



4 

 

●伊藤大使のインタビュー記事掲載（２４

日） 

ＢＨ南部モスタル市で発行の主要地方

紙ドゥネブニ・リストに、伊藤駐ＢＨ日本国

大使のインタビュー記事が掲載された。 

 

●伊藤大使とヴィソコ市長の会談（２８日） 

伊藤駐ＢＨ日本国大使はヴィソコ市（Ｂ

Ｈ連邦。サラエボから北西に４０km）を訪

問し、同市のガニッチ市長との間で、ヴィソ

コ市との協力等について意見を交わした。

ガニッチ市長は、ＢＨおよび同市に対する

日本からのこれまでの支援に謝意を述べ

た。 

 

（写真：伊藤大使とガニッチ市長） 

 

３．経済 

（１）経済政策・公共事業 

●ＢＨ財政理事会、ＩＭＦ要請の協議開催を拒

否（１０日） 

国と両エンティティの首相および財相で構

成されるＢＨ財政理事会は、先にランツＩＭＦ西

バルカン担当局長が要請していた、ＩＭＦとＢＨ

財政理事会の合同協議実施を拒否する方針

を決定した。１１月、ＩＭＦはＲＳが進める徴税

権などの国の管轄権の一方的再移管に向け

た動きに懸念を表明するとともに、その結果

がＢＨ経済にもたらしうる影響などにつき協議

したいとして、ＢＨ財政理事会に合同協議の実

施を呼びかけていた。 

 

●ＢＨ要人、ドバイ万博でＢＨへの投資を呼び

かけ（１８日） 

ズビズディッチＢＨ議会下院議長、フォルト・

サラエボ・カントン（県）首相、デリッチ同カント

ン経済相は、ドバイ万博期間からＢＨに割り当

てられた「ＢＨの日」にあわせ同万博を訪問、

関連行事に出席し、各国の投資家にＢＨへの

投資を呼びかけた。 

 

（２）経済協力（新型コロナウイルス対策支援

を含む） 

●ＥＵ、ＢＨ国内の移民・難民問題対策で新た

に２５０万ユーロの資金援助（３日） 

ＥＵは、ＢＨ国内に滞留する移民・難民問題

対策支援の一環として、ＢＨに対して新たに２

５０万ユーロの資金援助を実施。ＢＨ国内では

収容施設の不足により、依然として１，０００人

を超える移民・難民が路上などの施設外に滞

在せざるを得ない状況に置かれている。 

https://www.bosnia.emb-japan.go.jp/files/100280629.pdf

